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事業者名 共栄建設株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

郷土の人々と共に栄えゆくことを、地元老舗企業の責務と捉え、地域の人々が豊かさと幸福を実感でき
る社会や未来に希望をもてる持続可能な社会を築き上げるために、より高度な経営体制を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
地域の清掃活動を定期的に行い、環境貢献及び社会貢献
を行う。

清掃活動の延参加者数
2023年　24人
→2026年　28人

社会

経済

環境
IOT機器等を導入し、業務省力化を行い、持続可能な業務
体制を構築する。

各作業所での業務体制構築率
2023年　20％
→2026年　50％

社会

経済

環境
マネジメントシステム（ISO9001、ISO14001）の認定
継続や熊本県ブライト企業の新規認定等、地域随一の老舗
企業として、持続可能な経営体制を構築する。

ISOの認定継続率等の公的認可
の100％維持
2023年　100％
→2026年　100％

社会

経済

弊社従業員や取引企業の従業員の方など関わる全ての人たちとパートナーシップを結び、地域随一の老
舗企業としての責務・自覚のもと、SDGｓの達成に向けた取り組みを行ってまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2020年
→2023年　参加者数20％UP

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

地域の清掃活動を定期的に行い、環境貢献及び社会貢献
を行う。

清掃活動の延参加者数
2020年　20人
→2023年　24人

地域の清掃活動を常態的に行うことで、目標を達成できた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・ICT建機による施工
・現場カメラ導入による遠隔管
理

前期の指標に対する実績

IOT機器等を導入し、業務省力化を行い、持続可能な業務
体制を構築する。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

IOT機器等を導入し、業務省力化を図ったが、用途か限ら
れており、全ての作業所で業務体制の構築は実現できな
かった。

三側面
（分野に☑）

マネジメントシステム（ISO9001、ISO14001）の認定
更新を行い、経営体制の構築が達成できた。

2020年　100％
→2023年　100％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2020年　0％
→2023年　20％

マネジメントシステム（ISO9001、ISO14001）の認定
継続や熊本県ブライト企業の新規認定等、地域随一の老舗
企業として、持続可能な経営体制を構築する。

・企業と従業員が一体となって様々
な施策に取組み、左記に代表される
各種認定制度の継続や更なる推進
を図る。経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


